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1. 第 2 次世界戦争前の部落の就業構造
戦後，とくに同対審答申以降の部落の就業と労働の状況と変化を追跡するためには，われわ
れはまず，戦前における部落の就業構造を一見しておかなくてはなるまい。





就 業 人 口
年次 戸数 人口 無就業
農業 綜欄草履表 雑業 出稼ぎ 言十
1913(大 2) 134 907人 48人 168人 112人 70人 398人 509人
1918(大 7) 214 1 ， 036人 52人 96人 217人 365人 671人
(註〉 ①桜井市D解放会館IíD.K要覧JI 19回年よりヲ開。
②桜井市『桜井市同和地区産業実態調査報告書JI 1991年 3 月に再収録。
るものは1913年で 168 人， 1981年では96人となっている。これに対し雑業従事者は， 1913年で






むものであり， 失業・半失業者の偽装形態であった。また， 表 1 においては， 無就業者は，








すなわち， K. N , K ・ M部落では，就業者中に占める部落産業従事者は，圧倒的である。わ
れわれは，これを，部落産業型部落といえるであろう。これにたいして， N. H部落は，部落
産業と雑業層とがほぼ括抗しており，われわれは，これを，部落産業・雑業型部落と呼んで良
表2 奈良市N.H部落， K' N部落， K'M部落， F ・区部落，
Y.N部落の職業構成(1981年〉
農業 I 34人 I 32人 I 28人
落産業 i(麻裏表草履物商)1傭裏説履物商)|(麻裏差是物商)
雑業 I 20 I 29 i 
教員 I 1 I 1 i 
官吏 I 0 I 1 I 

















表 3 奈良市U部落 .H部落の職業構成 (1918年〉
U 音日 t各 H 古E
J民民抱 業 15 。
部落産業 。 14 
朝i 業 32 15 
大 工 。
其 の 他 。 7 
(註〉 前出『奈良の部落史~ 464頁より引用・加工。
表 5 大阪市西浜地区皮革産業の就業構成 (1917年〉
西 浜 北島町
男 女 男 女
皮革製造業・業者 29 2 
同・家族従事者 12 1 
皮 革 F故 工 171 52 425 130 
戸巾: 皮 1最 15 2 
その他皮革関連職工 38 13 40 23 
皮革商 業者 131 5 156 
屑皮商 業者 18 l 20 5 
帯皮商・獣毛商・業者 5 
皮革商・家族従事者 47 64 24 80 
爪角商 -業者
同・家族従事者 3 
爪 角 職 工 14 
牛 骨 職 37 4 
太 鼓 商 2 l 
太 鼓 職 6 3 16 8 
その他皮革関連販売業 9 16 3 
同・家族従事者 2 4 3 
屠畜業・業者 5 
同・家族従事者 3 4 
屠 夫 18 12 35 12 
牛 ，馬 商 2 
靴製造業・業者 23 
同・家族従事者 8 9 
軒t 職 工 182 65 352 80 
靴 商





























































表 3 I奈良市U部落， H部落の職業構成J は，現在の奈良市(当時の奈良県添上郡)の農村












西 浜 北島町 メ仁当3、 言十
男 女 男 女 男 女 E十
下駄直し・靴直し 162 59 257 37 419 96 515 
按 摩 18 13 17 16 35 29 64 
駄 呆 子 商 13 16 1 1 24 27 51 
煮 7τ士己=ア 屋 13 15 8 7 21 22 43 
青物など行商 9 5 14 1 16 39 
屑 物 イ丁 商 8 9 5 8 13 17 30 
古 物 商 23 5 23 5 28 
手 仕 事 l 25 l 25 26 
拾 物 稼 14 7 14 7 21 
その他雑業 4 13 6 17 7 24 
(雑業 小5十) (228) (143) (362) (108) (590) (251) (841) 
仲 仕 58 21 72 25 130 46 176 
日 稼 12 14 33 1 45 25 70 
手 伝 3 41 22 44 22 66 
車 夫 25 9 25 3 50 12 62 
f車1 生 人 夫 2 17 3 19 3 22 
土 方 2 13 15 15 
その他力役 5 1 4 l 9 2 1 
(力役 小計) (107) (45) (205) (65) (312) (110) (422) 





表 7 大阪市西浜地区麗物製造業及び皮革・履物以外の工業の職業構成 (1917年〉
西 浜 北島町 i5 、 言十
男 女 男 女 男 女 言十
鼻 緒 職 36 23 57 74 93 97 190 
ε三p23 駄 職| 1 5 50 10 61 15 76 
麻 裏 職 5 1 49 9 54 20 74 
下 駄 表 職 20 31 20 31 51 
鼻緒商・下駄商など 14 18 2 32 2 34 
同家族従事者 8 1 6 8 17 25 
(小 計 (74) (50) (194) (132) (268) (182) (450) 
鉄工職・機械職工など 5 13 7 18 7 25 
電燈会社職工 7 2 7 2 9 
煉 瓦 職 工 13 13 5 18 
紡 績 職 工 2 5 2 5 7 
綿 :tT 職 5 5 5 
印刷・製本職工 2 10 8 12 20 
煙草専売局職工 3 17 17 20 
マ ツ チ 職 7 12 7 12 19 
ガ フ ス 職 l 5 6 
そ の f也 職 工 8 3 8 3 11 
(小 計 n) (8) (0) (73) (59) (81) (59) (140) 






表 9 I西浜地区の就業構造」は，前出，表 6 ，表 7 ，表 8 を集計したものである。西浜の特
徴は，部落産業が主導的な部落産業・雑業型部落ではあるが，その中に少数ではあるが，部落
表 9 西浜地区の就業構造
西 浜 北 島 町
音日 落 産 業 a 川~ } 1, 1臥 1, 409 l ト 1.816人b 124 J ~， 
、
b 326 J ~， 
雑 業 523人 740人
労 産働業 者(部落 以外) 8人 132人
自 (部落産営業以外) 業 22人 44人







桜井市D ・ K i 綜欄草履表 ト紳士用革手袋





























して，部落は， (1)部落産業型部落， (2)部落産業・雑業型部落， (3)雑業型部落， (4)農業(漁業)




















加していること (人口増加は約 2 倍)， その他産業の就業者が，部落産業就業者の約 2倍以上で
あること，雑業層が，失業者と不明に代っていること等が読みとれるのである。とくにその他







A民u! 業 l 綜欄草履表 i 雑 業(出稼ぎ l 計
52 ! 96l 365 
部落産業 | その他産業
自営業者|家族従業者雇用者内職自営業者|家族従業者|雇用者失業者
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1918年に比較して， 1962年には， K. Nでは，部落産業従事者が， 117人から30人に激減して
表13 奈良市区・ N，区・ M部落の就業構造の変遷
年次 1 部落名|農 業|部落産業|雑 業|教 員|官 吏!其の他| 計
lk-N i 32 ! 117 I 29 I 1 。 179 1918年
i K ・ M 28i 1 。
年次 部落名|部落産業 l|雑 業 l 失対 i! 部の経落産営業以外 I 部の従落産業業員以外|!農 業 百十
1962年 K.N 。 23| 19 6 52 190 
1 i 29 I 9 50 29 190 
(註) 前出『奈良の部落史~ 467頁， 652~658頁より引用・加工。
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る点は， K. Nでは，部落産業従事者が 190 人中の約 6 分の 1 に激減し，部落産業以外の従業
員(=雇用者〉が部落産業従事者の約 2 倍以上になっていることである。私達はここに， K. N 
の部落産業型部落から，労働力給源型の部落への転化を見出すので、ある。
これに対して， K ・ M部落では，減少したものの，部落産業従事者72人にたいし失対及び
部落産業以外の従業員の計79人が対応しており， K. Mは，部落産業型部落から，部落産業・
労働力給源型部落に転化したものといえよう。






農 業[部落産業|雑一司教 員 l 官 吏 i その他| 計
附年 34人 1竺二坐止二イ o I 3人 70人
部落産業以外|部落産業以外
の経営 l の従業員 計年次
1962年 12人 37人 137人
表15 I奈良市F.K部落， y. N部落の就業構造の変遷J は，いわゆる「雑業型部落」の就
業構造の変遷を表示したものである。 F.K部落は，失対・部落産業以外の従業員あわせて
392人であり，部落産業従事者は，わずかに12人である。予想されたように，ここでは「雑業
表15 奈良市F ・区部落， y. N部落の就業構造の変遷
年次 部落名 ~乏U 業 部落産業 雑 業 教 員 官 吏 其の他 言十
F.K 72 2 216 1 。 。 291 
1918年
Y'N 13 l 29 。 。 。 43 
円日62句!lJ?長ン互農業|部落匝業|雑草|矢対ま重要組外|ま離脱 計
1ぺ 12 171 258 I 38 山 728 




型部落J の「労働力給源型部落J への転生が見られる。これに反して， Y ・ N部落では，農業
従事者が， 1918年の13人から161人へと激増しており，失対ならびに部落産業以外の従業員は
あわせて， 135人である。雑業者を半失業者=産業予備軍として加算しても，その数は204人で
あり， Y ・ N部落では，あきらかに， r農業・雑業型部落J へと転化したのである。
戦前の部落を，就業構造を標識として， r部落産業型部落J r部落産業・雑業型部落J r雑


















表16 r大阪府における部落の就業構造」は， 1973年と 82年の部落の就業構造を表示したもの
表16 大阪府における部落の就業構造
1973年 1982年
雇 用 者 (100.0 70.2% (163.9 73.5% 
自営業者 4， 661%人) (100. 。 20.3% 5， 734%人) (123.0 15.9% 
家族従業者 2， 178%人) (100.0 9.5% 3， 057%人) (140. 3 8.4% 
(内 職) 569人 1. 6% 
(不 明) 223人 0.6% 
計 22.953人 100.0% 35. 983人 100.0% 





|総 数 常雇 臨時雇 日雇 失対 パート・ 会代社表・者団体 会役社・員団体アルバイト
総 数 100.0% 26.9% 2.5% 2.4% 1. 3% 4.2% 0.6% 0.9% 
市街地 100.0 32. 4 5.6 7.0 1.4 1.4 
市街地周辺 2. 4 3.0 1.4 5. 0 O. 5 O. 8 
近郊開発近接 100. 。 3. 1 O. 8 1.6 3. 6 O. 2 0.7 
未 開 発 100. 。 27.2 2. 1 3. 2 O. 8 0.8 O. 9 1.0 
農漁・林業・ (雇自い営人あ業り) (雇自い人営な業し) 手自営伝業い 内職 就仕事業形を態し不て明いるが 仕事をしていない
総 数 1. 4% 4.2% 7.8% 8.5% 5.7% 0.7% 32.9% 
市街地 1.4 1.4 2. 8 7.0 39.4 
市街地周辺 0.3 4. 8 5.3 5. 5 4.3 O. 6 38.3 
近郊開発近接 2.5 4. 1 10.8 12. 1 4.1 0.6 30.5 
未 開 発 4.0 7.6 8.4 7.8 O. 9 30.4 













雇 用 者 58.3% 
自営業者 20. 2 
家族従業者 12.9 
内 職| 8.6 









雇 用 者 73.5% 58.3% 78.0% 
自 ，、品ι 業 者 15.9 20.2 13.6 
家族従業者 8. 4 12. 9 6.4 
内 職 1.6 8. 6 1.9 
不 明 O. 6 O. 1 









































































ら経営規模は当然零細である(前出，桜井市D. Kでは， 1"-'5 人の経営が17， 6"-'10人の経営が
































優良企業 限界企業 不振企業 底辺企業 最低企業 NA 計
警裏 皮・履 2 3 8 4 。 16 33 土・建 4 6 1 2 6 20 
製造業 。 。 2 2 。 2 6 
商業 。 。 22 5 2 4 33 
飲食 。 。 2 l 6 3 12 
サービス l I 3 2 5 。 12 
言十 7 10 38 16 14 31 116 
〈註〉 桜井市『桜井市同和地区産業実態調査結果報告書~ 1991年， 103~4 頁。














































しかし，就労形態では， r常用雇用」者の率が53.5%で大阪全体の66.3% より 12.8% も低く，
また「臨時雇J r 日雇J r失対就労者J rパートタイム J rアルバイト」などの不安定就労者
は， 18.1%で，大阪全体の7.0%にたいし， 2.6倍と高く，部落労働者の不安定な労働実態を示






















して，私はすでに，拙著『部落差別と労働問題J (明石書店， 1986年〉の第 1 章，第 4 節「構造的




















そして，集中力と持続力は，子供の 2 ・ 3 才の段階で，両親や祖父母のひざの上で(これは，
スキンシップをかねそなえた子供の精神的に最も安定した姿勢である)，興味のある童話や絵本・マ
ンガを読んでもらうことによって，つちかわれる。 I三つ子の魂は百まで」といわれるのも，





















常の場合に 2歳から 6 歳までに投じられた集中力と持続力養成の時間(それも教育として自覚さ
れた行為ではなく，子供が興味をもっ対象に，一緒に，一生懸命にあそぶというあそびの行為を通して達
成される)(1日， 1 時間としても， 5年 x365x60分=109， 500分，く1825時間>)を過小に評価してい
たことは明白である。
1825時間といえば， 1 日 24時間として，夜昼ぶっ通しで教育するとしても76日を要する程の

















































労・使 3 者の代表によって構成される委員会が，一元的に対応する(窓口一本化)。 ③外国人
労働者の賃金・労働条件は，当然、わが国の最低賃金労働基準法の示す最低労働条件を下まわっ
てはならない。④この窓口を経由しない不法入国は禁止する。不法入国者は本国に送還，不法
入国者の雇用主ならびに仲介者には，法律によって一定の罰を加えるというような点におちつ
いたことを報告しておく。この問題については，また機会をあらためて，論じるつもりである。
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